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研 究 成 果 の 紹 介

仏壇の新しい設計技術の開発
デザイン・工芸部

１．はじめに

川辺仏壇の出荷額

はバブル崩壊後減少

を続けており，企業

にとってこれまでに

ない厳しい環境にあ

ります。

そこで，仏壇のデ

ザイン及び用途の多

様化や，消費者ニー

ズへの即時的対応に

十分応えることがで

きる手法を研究しま

したのでご紹介します。 図１ 金仏壇

２．仏壇設計の効率化

川辺仏壇業界は，仕上げ，塗り，木地，彫刻，

， ， 。宮殿 蒔絵 金具の７工程に分業化されています

しかしこの部門間では図面などの効率的な利用が

あまりなされていません。

そこで本研究では，ＣＡＤ(コンピュータ利用

による設計･製図)やＣＧ(コンピュータ･グラフィ

ックス)などを用いた，新しい仏壇デザイン設計

手法を開発し，新しいデザインの仏壇を短期間に

設計できるようにしました。

３．ＣＡＤを用いた新しい設計手法

川辺で製造されている仏壇は，宗派やサイズそ

して産地型などの組み合わせによって様々なバリ

エーションがあり，この組み合わせだけで多数の

設計図面が必要となります。また仏壇のデザイン

においては，微妙な寸法違いが多数発生します。

そこで今回，最新の３次元ＣＡＤに装備されて

「 」 。いる 寸法駆動 と言われる機能を利用しました

これは部品の「寸法値」を変更することで自動的

にその部品の形が変更される機能です。この機能

を用いない場合は通常，図形の拡大・縮小機能を

使いますが，この場合は変更する必要がない寸法

まで変更されてしまいます。寸法駆動は必要な寸

法のみを制御することができるのが特徴です。

またこのシステムは，パソコンには不慣れな仏

壇職人の方々が使用するため，操作を極力容易に

する必要があり，そのために仏壇設計専用の画面

などを作成しました。

４．開発したシステム

図２ 新設計システムのメイン画面

図３ 寸法入力の画面

実際に仏壇職人の

方々がこのシステム

の操作を行い得られ

た評価としては，操

作も非常に簡単で，

短期間に仏壇のデザ

イン開発が行えると

の評価を得ました。

図４ CADで設計した仏壇

５．おわりに

伝統的工芸品の設計・デザイン工程にも，コン

ピュータが活用できることが確認でき，また研究

会活動を通して，職人の方々へのコンピュータの

導入も可能であることが併せて分かりました。

今後も更なる産地活性化の手法を研究していき

たいと考えます。
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